八月 二十 六日 床 を 出で て 先ず 欄干に 倚る。 空よ く晴 

れて 朝風 ゃゝ 肌寒く 露 の 小 萩の みだれ を 吹いて 葉 鶏頭 

たの も 

の 色 鮮やかに 穂先お おかた 黄ばみた る 田 面 を 見渡す。 

うすぎ リ まきすな 

薄 霧 北の 山の 根に 消え やらず、 柿の 実 撒 砂に かちり と 

しゅくむ 

音して 宿 夢 拭う がー J とくに さめたり。 しばらくの 別れ 

を 握手に 告 ぐる 妻が 鬢の 後れ毛に 風 ゆらぎて 蚊帳の 裾 

ゆらくと 秋 も 早 や 立つ めり。 台所に 杯盤の 音、 戸口 

に 見送りの 人声、 はや 出立たん と 吸物の 前にす われば 

さんぽう からた ち ありがた 

床の間の 三宝に 枳殼 飾りし 親の情 先ず 有難く、 この 枳 

殼 誤って 足に かけ たれば 取り かえて よと 云う 人の 情 も 

うれし。 盃 一頃。 早く 行て 船室へ 場 を 取り ませねば と 



ひ ぼく あが かまち つど 

立 上がれば 婢僕 親戚 上り 框 に 集いて 荷物 を 車夫に 渡 

す。 忘れ物 はない か。 御座り ませぬ。 そんなら 皆さん 

御機嫌よ くも 云った 積り なれ どや ゝ 夢心地 なれば たし 

かならず。 玄関 を 出れば 人々 も 砂利 を 鳴らして ついて 

来る。 用意の 車五輛 口々 に 何やら 云え どよ く は 耳に 入 

らず。 から/ \ と 引き出せば 後に また 御機嫌よ うの 

声々 あまり 悪から ぬ ものな り。 見返る 門 柳 監獄の 壁に 

かくれて 流れる 水に 漣漪 動く。 彰駄天 を 叱す る 勢いよ 

まつ はな か にんそく 

く 松が 端に 馳け付 くれば 旅立 つ 人 見送る 人人 足 船頭の 

きし みさお 

の、 しる 声々。 車の 音。 端艇 涯を はな るれば 水 棹の し 

ずく 屋根板に はら/ \ と 音す る。 舷 の すれあう 音よ 



なごり ぼ うづ つ み 

うやく 止んで 船 は 中流に 出で たり。 水害の 名残 棒 堤 

にしる く 砂利に 埋る、 蘆 も あわれな リ。 左側の 水楼に 

坐して；^ 方 を 見る 老人の あれば き つ と 中風 よと はよ 

き 見立てと 竹 村 はやせば 皆々 笑う。 新地 の 絃歌 聞え ぬ 

うれ こじょうき そう 

が 嬉しくて 丸 山 台まで 行けば 小蒸汽 一 艘 後より 追 越し 

て 行きぬ。 

昔の 大名 それの 君、 すれちがいし 船の 早 さに 驚いて 

あれ は 何 船と 問い 給えば 御附 きの 人々 かしこまりて、 

あれ はちが い 船 なれば かく 早く こそと 御 答え 申せば、 

さらば そのち がい 船 を 造れと 仰せられし 勿体な さと 父 

上の 話に 皆々 また ど つ と 笑う 間に 船 は 新田 堤に かかる。 



と あ 

後に 聞いて 梯子 駆け上れば 艫に 水 白く 泡立って あたり 

の 景色 廻り 舞台の ようにくる/ \ と 廻つ て ハ ン ケチ帽 

子 を ふる 見送りの 人々。 これに 応ずる 乗客の 数々。 い 

つ の 間に か 船首 を めぐらせる 端艇 小さくな りて 人の 顔 

かんぱん ふなよい 

も 分き 難く なれば 甲板に 長居 は 船 暈の 元と 窮屈なる 船 

は うるお かばん 

室に 這い 込み 用意の 葡萄酒 一 杯に 喉 を 沾 して 革鞫枕 

に 横に なれば 甲板に またもや 汽笛の 音。 船 は 早 や 港 を 

のぞ 

出る よと 思え ど 窓外 を視く 元気 もな し。 『新 小説』 取 

リ出 でて 読む。 宙 外の 「血 桜」 二、 三 頁 読み かくれば 

船底に すさまじき 物音して 船体に わかに 傾けり。 皆々 

思わず 起き上がる。 港口 浅せ たるた めキ ー ルの 砂利に 



触る ゝ なるべし。 あまり 気味よ か ら ねば 半 頁 程 の 所 読 

ん ではい たれ ど 何が かいてあった かわから ざり しも 後 

もま， P 

にて 可笑し かりけ る。 船の 進む につれ て 最早 気味 悪き 

音 はやんで 動揺 はよう やく 始まりて 早 や 胸 悪き を じ つ 

と 腹 をし めて 専 ら 小説に 気を取られる ように 勉 むれ 

ばよう/ \ に 胸 静まり、 さきの 葡萄酒の 酔 心。 ほっと 

していつ しか 書中の 人となり ける。 ボ— ィの 昼食 を 

す、 むる 声 耳に 入り たれ どもと より 起き上がる 事 さえ 

出来ざる 吾の 渋茶 一 杯す ゝる気 もな く 黙って 読み 続く 

力な 

る も 実は このようなる 静穏の 海上に 一 杯の 食 さえ 叶わ 

ぬと 思われん 事の 口惜しければ なり。 



くな り、 窮屈 さはいつ そう 甚だし けれど 吾一 人に も あ 

なま 

ら ねば 致し方 もな し。 隣り に 言葉 訛り 奇妙なる 二人 連 

じょうぜ つ 

れの 饒舌 もい びきの 音に 変って、 向う のせな あが 

お 、， 'わ 

追分 を 歌い 始 むれば 甲板に 誰れ の 持て 来た もの か 

くつ わむ し 

轡 虫の 鳴き 出した るな ど 面白し。 甲板 を あちこちす 

る 船員の 靴音が コッリ くと 言 文 一 致 なれば 書く 処な 

り。 夢 魂 いつしか 飛んで 赴く 処は鷹 城の ほとりな り 

けん、 なつかしき 人々 の 顔 まざ/ \ と 見て は 驚く 舷側 

の 潮の 音。 ねがえりの 耳に 革 鞠の 仮枕いた ずらに 堅き 

あさま 

も 悲しく 心細く われながら 浅 猿し き 事な り。 残 夢 再び 

さむれば、 もう 神 戸が 見えます ると 隣り の 女に 告 ぐる 



のぞ 

ボ ー ィの 声。 さて こそと にわかに 元気つ きて 窓 を視き 

あわじしま 

たれ ど 月な き 空に 淡路島 も 見え 分かず。 再びと ろく 

として 覚 むれば 船 は 既に 港内に 入って 窓外に きらめく 

ほ 

舷燈の 赤き 青き。 汽笛の 吼 ゆる ごとき 叫ぶ がごと き 深 

せきばく 

夜の 寂寞と 云う 事 知らぬ 港ながら 帆柱に ゆらぐ 星の 光 

こうもりがさ 

はさす がに 静かな リ。 革 鞠と 毛布と 蝙蝠傘と を 両手 一 

ぱいに かかえて 狭き 梯子 を 上って 甲板に 上がれば 既に 

さんばし 

船 は 桟橋へ 着きて いたり。 I 刈 谷 氏に 昨夕の 礼 をのべ て 

船 を 下り 安松へ 上がる。 岡 崎 賢 七と か 云う 人と 同室へ 

うち はがき 

入れられ、 宅へ 端 書した ゝむ。 時計 を 見れば まだ 三時 

なり。 しかし 六 時の 急行に 乗る 積り なれば 落 付いて 眠 



も 行く ベ しとて 出立たん とせし がまて しばし 余 は 名 古 

屋 にて 一 泊 すれ ども 岡 崎 氏 は 直行 なれば 手荷物 はや は 

り 別にすべし とて 再び 切符の 切り換え を 求む。 駅員の 

不機嫌 顔 甚だしき も官線 はや はり 官線だ け の 権力と か 

云う もの あるべし と、 かしこみ て 願い 奉りよう よう 切 

わら ま. う 

符を 頂戴して 立ちい ずれば 吹き 上ぐ る 朝 嵐に 藁帽 飛ん 

すうけん とリ とど 

でぬ かるみ を 走る 事 数 間、 ようやく 追い付きて 取 止め 

たれ ど 泥に まみれて あまり 立派なら ぬ帽の 更に 見ば え 

を 落した る 重ねく の 失敗な リ。 旅 なれば これ も 腹 は 

ちと まち 

立たず。 元 町 を 線路に 沿うて 行く。 道 傍の 氷 店に 入つ 

て ラムネ 一 瓶に 夜来の 渴望も 満たし たれば こ ゝに小 荷 



物 を 預けて 楠公祠 まで 行きたり。 亀の 遊ぶ の を 見たり 

みなとが わ 

とて 面白 くもなし 湊 川へ 行て 見ん とて 堤 を 上る。 昼 

なれば 白面の 魎魅も 影 を かくして 軒 を 並ぶ る小亭 閑と 

して 人の 気 ある は 稀な リ。 並木の 影 涼しき ところ 木の 

根に 腰かけて^ えば 晴嵐 梢 を 鳴らして 衣に 入る。 枯枝 

を 拾いて 砂に 嗚呼 忠臣な ど 落 書 すれば 行き来の 人 吾等 

を 見る。 半時 間 ほど も 両人 無言に て 美人 も 通りそう に 

もな し。 ようよう 立 上がりて 下流へ 行く。 河と は 名ば 

かりの 黄色き 砂に 水の 気なくて、 照リ つく 日の きらめ 

く 暑そう なり。 川口に 当りて 海面 鏡の ごとく 帆船の 大 

き 小さき も 見 ゆ。 多 門 通りより 元の 道に 出て また 前の 



氷屋に 一 杯の 玉壺を 呼んで 荷物 を 受取り 停車場に 行く。 

今よう やく 八 時 なれば まだ 四時 間 はこ ゝ に 待つ ベ しと 

思えば 堪えられぬ 欠伸に 向う に 坐れ る 姉 様け V ん 顔し 

て 吾 を 見る。 時 これ 金と 云えば この 四時 間 何 金に 当る 

や 知らね ど あくび と 煙草 の 煙に 消す も 残念な り、 い ざ 

や 人物の 観察 にても 始めん と 目 を 見開けば 隣り に 腰 か 

しるしばんてん 

けし 印 半天 の 煙草の 火 を 借らん とて 誤りて 我が 手に 

火 を 落し あわて て 引きの けた る 我が さまの 吾な が ら 可 

いんげんまめ 

笑し ければ 思わず 噴き出す。 この 男 バナナと 隠元豆 を 

入れた る 提籠を 携えた るが 領 しるしの 水雷 亭とは 珍し 

きと 見て おれば やがてべ ンチの 隅に 倒れて ねて しまい 



ける。 富 米 野と 云う 男 熊 本に て 見知りた る も 来れり。 

同席な りし 東 も 来り 野 並 も 来る。 

こ ゝへ新 に 入り 来りし 二人連れ はいずれ 新婚旅行 

と 見ら る、 御 出立。 すじ 向いに 座 を 構えた まう を帽の 

庇より うか > い 奉れば、 花の 御かん ばせ すこし 痩せ 

そうきょう 

たまいて 時々 小声に 何 を か 物語りた まう 双頰 に 薄紅 

さして 面 は ゆげな り。 人々 の 視線 一度に 此方へ 向かえ 

ば 新郎の パナマ 帽 もうつ むきけ る。 この 二人 間もなく 

大阪 行のに て 去る。 引き ちがえて 入リ 来る 西洋人の た 

け 低く 顔の たけ も 著しく 短き が 赤き 顔に こればかり 立 

ひげ じんりき 

派なる 鬚 ひねりながら 煙草 を 人力に 買わせて 向 側の プ 



ラッ トフ ォ— ムに腰 を かけ 煙草 取り出して 鬚 を かい 上 

ぐるな ど あまり 上等 社会に も あらざる べし。 これと 同 

まお ひげ 

じ 白衣 着けた る 連れの 男 は 顔 長く 頰髯 見事 なれ ど 歩み 

方の 変なる は 義足なる べし。 この間 改札口 幾度 か 開か 

れ また 閉じられて 汽笛の 止む 間 もな し。 人 来り 人 去つ 

て い つまで も 待合の 隅に 居残る は 吾等の みなる ぞ つま 

ら なき。 ようやく 十二時と なりて、 プラット フォ ー ム 

に 出 でんと すれば この 次の なりと て つきかえされし、 

重ねく の 失敗な リ ける。 ようやく にして 新橋 行のに 

乗り込む。 客車 狭く して 腰掛のう す 汚き も 我慢して 座 

を 占 むれば 窓外の もの 動き 出して 新聞 売 の 声 後 に なる _ 



蟬な くや 小 松 まばらに 山 禿たり 

など 例の 癖 そろく 出で 来る。 大阪 にて 海 南 学校 出ら 

くろ はかま 

しき 黒 袴 下り、 乗客 も 増したり。 幸いに 天気 あまり 

暑から ざれば さまでに 苦しから ず。 山 崎 を 過 ぐれば 

与 一 兵 衛の家 はと 聞け ど 知る 人な し。 勘 平らし き 男 も 

さ だくろう 

見えず、 ただ 隣り の 男の 眼 付ゃゝ 定九郎 らしき ばかり 

< し し.？ 

なり。 五十く らいの 田舎 女の 櫛 取り出して 頻りに 髪 

梳 る を どちらまでと 問えば 「京まで 行く のでがん す。 

息子が 来い と 云います のでな あ」 と 言葉 つ き 不思 議な 

る を、 国 はと 問えば 広 島 近在の ものなる 由。 飾り気 一 

ぼくと つ 

点な きも 樸訥 のさ ま 気に入りて さま，^ 話しな どす る 



うち 京都々 々と 呼ぶ 車掌の 声に あわた y しく 下りた る 

が 群集の 中に かくれたり。 京に 入りて 息子と かの 宿に 

行く ま で の 途中 いさ ゝ か 覚束なく 思わる ゝ は 他人 の い 

らぬ 心配 か は 知らず。 やがて 稲荷 を 過ぐ。 伏 見 人形に 

のぼ リ まつたけ 

思い出す 事 多く、 祭り 日の 幟 立 並ぶ 景色に 松蕈 添え 

ふせつ やましな 

て 画きし 不 折の 筆な ど 胸に 浮びぬ。 山 科 を 過ぎて 竹 藪 

ばかりの 里に 入る。 左手の 小高き 岡の 向う に大石 

くらのすけ こなみ 

内蔵 助 の 住家 今に 残れる 由。 先ずと なせ 小浪が 

みちゆき すがた おか そ たかむら 

道行 姿 心に 浮ぶ も 可笑し。 ゃゝ 曇り 初めし 空に 篁 

の 色い よ/ \深 くして 清く 静かなる 里の さまい とな つ 

かしく、 願わく ば 一 S は 此処に しばらくの 仮り の If 



を 結んで 篁の 虫の 声 小 田の 蛙 の 音に うき 世の 塵に 汚 

れ たる 腸 す、 がんな ど 思う うち 汽車 はいつ しか 上り 

あぜ 

坂に か 、りて 両側の 山 迫り 来る。 山 田の 畔 にしれ いの 

) J とき 草花 面白き は 何と 云う も のに や。 この 辺りまで 

畑 打つ 男女 何処と なく 悠長に 京び たるな ども うれし。 

さま 

茶畑 多く あり。 春 なれば 茶 摘 みの 様 汽車の 窓より 眺め 

て 白 手拭の 群に あばよ などす る も 興 あるべ しな ど 思い 

おおたに おうさか 

ける。 大 谷に 着く。 この 上 は 逢坂な リ。 この 名 を 聞き 

て 思い出す 昔の 語り草 はなら ぶる も 管なる ベ し。 さね 

つ レこ ま 

かずら と は どんな もの かしらず、 蔦 這いで る 崖に 清水 

した、 つて 線路 脇の 小 溝に 落つ る 音 涼し。 窓よ リ首さ 



し 淋し さな ども さまん \傯 ばる。 草 津の姥 が 餅 も 昔の 

なじみ なれば 求めん と 思う うち 汽車 出で たれば 果 さず。 

せ た なが はし ろてき そよ 

瀬 田の 長 橋 渡る 人 稀に、 蘆 荻いた ずらに 風に 戦ぐ を 見 

みぎわ すだれよう 

る。 江 心 白帆の 一 つ 二つ。 浅き 汀に 簾 様の もの 立て 

すな ど わざ むかで やま 

廻せ る は 漁りの 業なる べし。 百足 山 昔に 変らず、 

田 原 藤 太の 名と 共に い つまで も 稚 き 耳に 響きし 事 は 

忘れざる ベ し。 湖上の 景色 見 飽かざる 間に 彦 根城い つ 

いぶきやま みの じ 

しか 後に なり、 胆吹 山に 綿雲 這いて 美 濃路に 入れば 空 

しき 

は 雨模様と なる。 大 垣の 商人ら しき 五十ば かりの 男頻 

せき はら いくさ 

りに 大 垣の 近況 を 語り 関が 原の 戦 を 説く。 あたりよ 

うやく 薄暗く 工夫 体の 男 甲走りた る 声 張り上げて 歌い 



出せば 商人の 娘 堪えかねて キ、 と 笑う。 長 良 川 木曾川 

いつの 間に か 越えて 清洲と 云う に、 この 次 は 名 古屋ょ 

と 身支度す る 間に 電燈の 蒼白き 光 曇れる 空に 映 じ、 は 

やさら ばと 一 行に 別れて プラット フォ ー ムに 下り立つ 

まる ぶん 

丸 文へ と 思いし が 知らぬ 家 も 興 あるべし と 停車場 前 の 

丸 万と 云う に 入る。 一 一階の 一 室 狭 けれども 今宵 は ゆる 

やかに 寝るべし と 思えば 船中の 窮屈 さ 蒸 暑さに くらべ 

て 中々 に 心安 かリ。 浴後の 茶漬 も 快く、 窓に よれば 

驟雨 沛然と して トタン 屋根 を 伝う 点滴の 音す、 V しく、 

電燈の 光地 上に うつりて 電車の 往 きかう 音 も 騒がし か 

らず。 こう なれば 宿帳つ けに 来し 男の 濡れ髪 かき 分け 



たる も 涼しく、 隣室に チ リンと 鳴る コップの 音 も 涼し 

よ ゆかた 

く、 向う の 室の 欄干に 倚りし 女の 白き 浴衣 も 涼しげ な 

り。 昨日よりの 疲れ 一時に 洗い 去られしょう にてから 

だのび くと なる。 手を拍 ちて 床 をのべ させ 横に なれ 

ば 新しき 浴衣の 肌 さわり も 快く、 隣室の 話 声 遠き よ う 

に 聞え し 後 は 魂 いずこへ か 飛んで 藻ぬ けの 殻と なリ電 

まど 

燈 消しに 来し 事 もい つか 知らず。 円かなる 夢 百 里の 外 

か や おぼろ 

に 飛んで 眼覚 むれば 有 明の 絹燈 蚊帳の 外に 朧に、 時 

計 を 見れば 早 や 五 時な り。 手洗い 口す ゝぎ などす るう 

ち 空 ほ のん \ と 明け はなれた るが 昨夜の 雨の 名残 まだ 

晴れ やらず、 蚊帳 を まくる 風し めつ ぼき も 心 悪から ず。 



しゅうきんろう かぐう 

膳に 向かえば 大野 味噌汁。 秋 琴楼に 仮寓の 昔 も 思い 

出さし む。 勘定 をす ませ 丸く 肥え太り たる 脊 低き 女に 

さ みちゆき 

革飽 提げさして 停車場へ 行く 様、 痩 馬と 牝 豚の 道行と 

お か 

も 見るべし と 可笑し。 この 豚 存外に 心 利きた る 奴に て 

甲斐々々 しく 何かと 世話し くれたり。 間もなく 駆け 来 

る 列車の 一 隅に 座 を 構えて 煙草 取り出せば ベルの 音忙 

あった やつ るぎ 

しく 合図の 呼子。 汽笛の 声。 熱 田の 八 剣 森 陰より 伏し 

拝みて セメント 会社の 煙突に 白 湾 子と 焼芋 かじりな が 

ら ァ J の あたり を 徘徊せ し 当時 を 思 い 浮べ て は宫川 行の 

夜船の 寒さ。 さて は 五十鈴の 流れ 二見の 浜な ど 昔の 草 

枕に て 居眠りの 夢 を 結ばん とすれ どもなら ず。 大府岡 



の 事な ど 思い出す。 静岡 にて 乗客 多く 入れ 換 りたれ ど 

むらさめ 

美人ら しき は 遂に 乗らず。 東の 方 は 村雨す と覚 しく、 

こうと ラ ち こ 

灰色の 雲の 中に 隠見す る 岬 頭い くつ 模糊と して 墨絵に 

うる わ 

似たり。 それに 引き かえて 西の 空 麗しく 晴れて 白砂 

青松 に 日の 光鮮ゃ かなる、 これ は 水彩画に も譬ぅ ベ し。 

雨と 晴れとの 中に ありて 雲と 共に 東へ/ \ と 行く なれ 

ば、 ふる かと 思えば 晴れ 晴るゝ かと 思えば また 大粒の 

はり まど 

雨 玻璃 窓 を斜に 打つ 変幻 極まりなき 面白さに 思わず 

まど ベリ 

窓 縁 をた たいて 妙と 呼ぶ。 車の 音に 消されて 他人に 聞 

え ざり し， j そ 仕 合せな りけ る。 

か じ やか ご 

大 井川の 水 涸れく にして 蛇 籠に 草 離々 たる、 越す 



一 八の 屋根に 鶏鳴き て 雨 を 帯びた る 風 山 田に 青く、 車 

中には 御殿場より 乗りし 爺が 提げた る 鈴虫な くな ど、 

海抜 幾 百 尺の 静か さ 淋し ささ ま，^ に 嬉しく、 哀れ を 

止む る馬士 歌の 箱 根 八 里 も 山 を 貫き 渓を かける 汽車な 

せきもり ひたい 

れば 関守の 前に 額 地に すりつ くる 面倒 もなければ 煙 

草 一服の 間に 山 北に つく。 ひとしき リ 来る 村雨に 鮎の 

齚 売る 男の 袖し と、 V なる も あわれ。 この あた リ複 線路 

の 工事中と 見えたり。 山霧 深う して 記号 標の 芒 の 中 

に 淋しげ なる、 霜夜の 頃 やい かに 淋し からん。 

これより 下り坂と なり、 国府 津 近く なれば 天 また 晴 

れ たり。 今 越えし 山に 綿雲 かゝ りて 其処と も 見え 分か 



長き プラット フォ— ムに 入れば 吐き出す 人波。 下駄の 

音 靴の ひ > き。 

(明治 三十 一 一年 九月) 
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